
■研究課題名 

22 東京都内で流行する性感染症起因ウイルスの疫学解析に関する研究 

 

■研究の概要 

東京都において HIV 感染者数は横ばい傾向であるが、梅毒患者報告数の急激な増加や MSM

間でのA型肝炎の流行が報告されるなど新たな性感染症の流行、蔓延が危惧されている。そこで、

HIV のモニタリングに加え、性感染症ウイルスの検査法・解析法を改良・開発し、都内で流行する

性感染症起因ウイルスの特徴及び浸淫状況を明らかにする必要がある。 

 

■研究期間 

平成 30年度から令和 2年度まで 

 

■研究機関の名称及び研究機関の長 

東京都健康安全研究センター 所長 大井 洋 

 

■研究責任者の氏名 

微生物部ウイルス研究科 

長島 真美 

 

 


